
京都教育大学大学院連合教職実践研究科年報投稿要領 
 
1. 論文、実践報告（以下、投稿論文等）の投稿は、未発表のものに限る。但し、口頭発表やその配布資

料はこの限りではない。 
2. 投稿論文等は、1行 42字で 35 行（タイトル・氏名等に 7 行。余白は、上：21mm 下：27mm  左：

20mm 右：20mm)とし、12 枚以内とする。図表も制限枚数に含めるものとする。 
3. 投稿論文等は、2月末日を提出期限とする。 
4. 投稿論文等以外（特集論文を含む。）は、3月末日を提出期限とする。 
5. 投稿および提出の方法等は、連合教職実践研究科ホームページの指示に従うものとする。 
6. 投稿に際しては、個人情報の保護など人権への配慮等に十分に留意するものとする。 
7. 本年報に掲載された論文等及びその他の記事は、京都教育大学機関リポジトリにおいて公開するも

のとし、原則として冊子体での発行は行わない。その扱いは、以下の通りとする。 
① 論文等及びその他の記事の複製権及び公衆送信権の行使については、国立大学法人京都教育大

学に委託するものとする。 
② ①の規定は、著作者本人による論文等の利用（複製、インターネット上での公開、著書への収録

等）を妨げるものではない。 
③ 共同執筆の場合は、筆頭者の責任において著作権問題を処理するものとする。 

8. 別刷りの作成および送付は原則として行わない。 
9. 引用・参考文献は文末にまとめて記すものとする。 
10. 本文と引用文献等のフォントは同一とし、サイズは 10.5pt とする。 
11. 引用文献等の示し方は、以下の例に従うものとする。 
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付記 本投稿要領は、『京都教育大学大学院連合教職実践研究科年報』第 13号より適用する。 
 


